
平成２９年度学校経営方針

薩摩川内市立海星中学校長

学校教育目標

確かな学力を身につけ、心豊かで，たくましい生徒を育成する。

めざす生徒像 「故郷や自校を愛し、夢をかたちに、ひとみ輝く、海星中学校の子どもの育成」

○ 自己の責任を自覚し，やるべきことを誠実に取り組む生徒・・・【責任】
○ 自ら進んで学習や運動に励み，最後までやり遂げる生徒・・・・【耐性】
○ お互いの違いを理解し，励まし合い，助け合う生徒・・・・・・【友愛】

生徒指導の充実 学力向上 小中一貫教育の充実

豊かな人間性 確かな学力 小中一貫教育

１ 挨拶のレベルアップに取り １ 学習指導法の改善・工夫 １ 平成３１年度の公開に向け
組む。（相手の目を見て，大 を推進し，指導力の向上を て，目標を明確にし、校区内
きな声で，気持ちの良い挨拶） 図る。 小・中学校全職員による共通

２ 無言清掃の充実を図る。（心 ２ 目標の明確化や課題解決 理解、共通実践を推進する。
を磨く清掃活動） 学習、まとめの充実，板書 ２ 島立に向けて，「学力の向

３ 聴く姿勢を徹底させる。 の工夫，ノート指導など、 上」「コミュニケーション力
（「心のコップ」を立ててし 満足感・成就感のある授業 の向上」「自己管理力の向上」
っかりと受け止める） を推進する。 に取り組む。

４ 時間厳守を徹底させる。（先 ３ 諸検査や定期テスト等を ３ 児童生徒及び教員等の積極
を見据える） 適正に分析・活用を図る。 的な交流を推進する。

５ 環境整備に取り組む。（環 ４ 家庭の学習量を増やし、 ４ ふるさと・コミュニケーシ
境が人を育てる） 家庭学習の定着を図る。 ョン科の内容の充実・精選に

６ 道徳教育及び特別支援教育 ５ 個人における前年度結果 努める。
の充実を図る。 ＋１ポイントに取り組む。 ５ 保護者や地域に自慢できる、

７ 教育の意義を踏まえた部活 ６ 言語活動の充実を通して 本校区の特色ある小中一貫教
動の推進を図る。 思考力・判断力・表現力の 育の充実を目指す。

育成を図る。

教 育 の 実 践

１ 授業の充実・・・目標の明確化とまとめの充実、言語活動の充実
※ 基本的学習習慣の確立、研究授業を通したワークショップ型の授業研究

２ 生徒指導の充実・・・一人一人に応じた極め細やかな対応
※ 恒常的な観察及び声かけ、生徒指導体制の確立、保護者との連携

３ 礼を正し、場を清め、時を守る（あたりまえのことに磨きをかける。）
※ あいさつ、返事、清掃、後始末、時間厳守、けじめ等

４ 信頼される開かれた学校づくりと説明責任（一人一人の自覚）
※ 服務規律の厳正確保、本校の目玉（特色）、学校関係者評価委員会等の活用

５ 小中一貫教育を推進・・・自ら意欲を持って、授業交流党を推進

学級経営の充実 教職員として

◎ 自己存在感や自己実現の喜びを味わわせる。 ◎ 教え導く人としての誇りと気迫を持って！
① 粘り強く、生徒を変容させることを試みるふ ① 温かいが、あまくない。
んばりのある経営 ② 厳しいが、冷たくない。
② これだけは譲れない、許してもらえないとい ③ 親しまれているが、なめられていない。
うこだわりのある経営 ④ 生徒の意志を尊重するが、放任でない。
③ 教師として、志を高く持ち、ここまでは確実 ⑤ 対応は多様であるが、不公平でない。
に伸ばすよう努力する高まりのある経営 ⑥ 学校の方針に沿っているが、形式的でない。
④ 子どもの成長や発達を理解し、肯定的評価を ⑦ 実力はあるが、自慢しない。
基盤として子どもの良いところや進歩を認め、 ⑧ 優しいが、いいかげんではない。
自信を持たせる経営 ⑨ 多弁であるが、嘘はない。


